
No. 指定・認定区分 種別 銘別 長さ(cm) 国名 時代 所蔵者 前期 後期

1 重要美術品 太刀 銘 69.4 山城 平安時代末期 刀剣博物館 〇 ― 

2 重要美術品 太刀 銘 71.4 山城 鎌倉時代初期 刀剣博物館 ― 〇

3 重要美術品 太刀 銘 76.9 山城 鎌倉時代中期 個人 〇 〇

4 重要美術品 刀 無銘 72.5 山城 鎌倉時代中期 個人 〇 〇

5 重要美術品 太刀 銘 74.6 山城 鎌倉時代末期
(1321)

刀剣博物館 〇 ― 

6 重要美術品 刀 無銘 68.2 山城 鎌倉時代後期 個人 ― 〇

7 重要美術品 短刀 銘 24.7 山城 鎌倉時代末期
(1326)

個人 〇 〇

8 重要美術品 太刀 銘 66.4 大和 南北朝時代後期
(1379)

個人 〇 〇

9 重要美術品 刀 無銘 70.4 相模 鎌倉時代末期 刀剣博物館 〇 〇

10 重要美術品 短刀 (朱銘) 24.6 相模 鎌倉時代末期 刀剣博物館 〇 ― 

11 重要美術品 脇指 銘 36.8 相模 室町時代後期 刀剣博物館 ― 〇

12 重要美術品 短刀 銘 28.2 美濃 南北朝時代 刀剣博物館 〇 〇

13 重要美術品 太刀 無銘 79.1 越中 鎌倉時代末期 刀剣博物館 〇 ― 

14 重要美術品 短刀 銘 23.1 越中 鎌倉時代末期 刀剣博物館 ― 〇

15 重要美術品 短刀 銘 28.5 越中 室町時代前期
(1405）

個人 〇 〇

16 重要美術品 太刀 銘 96.3 備前 平安時代末期 刀剣博物館 〇 〇

17 重要美術品 太刀 銘 72.0 備前 平安時代末期乃至鎌倉時代初期 個人 〇 ― 

18 重要美術品 太刀 銘 70.2 備前 鎌倉時代初期 個人 〇 ― 

19 重要美術品 太刀 銘 70.9 備前 平安時代末期乃至鎌倉時代初期 刀剣博物館 ― 〇

20 重要美術品 太刀 銘 69.6 備前 鎌倉時代初期 刀剣博物館 ― 〇

21 重要美術品 太刀 銘 75.2 備前 鎌倉時代初期 個人 〇 〇

22 重要美術品 太刀 銘 69.2 備前 鎌倉時代中期 個人 〇 〇

23 重要美術品 刀 (折返銘) 68.9 備前 鎌倉時代中期 個人 〇 〇

24 重要美術品 刀 無銘 71.6 備前 鎌倉時代中期 個人 〇 〇

25 重要美術品 太刀 銘 71.0 備前 鎌倉時代後期 個人 〇 〇

26 重要美術品 太刀 銘 76.0 備前 鎌倉時代後期
(1304)

個人 〇 〇

27 重要美術品 太刀 銘 71.4 備前 南北朝時代
(1335)

個人 〇 ― 
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No. 指定・認定区分 種別 銘別 長さ(cm) 国名 時代 所蔵者 前期 後期

28 重要美術品 太刀 銘 74.2 備前 鎌倉時代末期 個人 〇 ― 

29 重要美術品 刀 無銘 69.6 備前 南北朝時代 刀剣博物館 〇 ― 

30 重要美術品 脇指 銘 53.2 備前 南北朝時代
(1347)

個人 ― 〇

31 重要美術品 刀 無銘 65.9 備前 南北朝時代 個人 ― 〇

32 重要美術品 刀 無銘 71.2 備前 鎌倉時代末期乃至南北朝時代初期 刀剣博物館 ― 〇

33 重要美術品 刀 銘 70.2 備前 室町時代後期
(1535)

刀剣博物館 〇 〇

34 重要美術品 小太刀 銘 57.8 備中 鎌倉時代前期 個人 〇 〇

35 重要美術品 刀 (額銘) 70.0 備中 南北朝時代 個人 〇 〇

36 重要美術品 太刀 銘 72.7 備後 鎌倉時代末期乃至南北朝時代 個人 〇 〇

37 重要美術品 太刀 銘 79.2 伯耆 平安時代末期乃至鎌倉時代初期 刀剣博物館 〇 ― 

38 重要美術品 太刀 銘 78.4 豊後 平安時代末期乃至鎌倉時代初期 刀剣博物館 〇 ― 

39 重要美術品 太刀 銘 78.1 肥後 鎌倉時代末期 個人 〇 ― 

40 重要美術品 太刀 銘 70.6 伯耆 平安時代末期乃至鎌倉時代初期 個人 ― 〇

41 重要美術品 太刀 銘 83.7 豊後 鎌倉時代初期
(1205)

個人 ― 〇

42 重要美術品 太刀 銘 82.4 肥後 鎌倉時代末期 刀剣博物館 ― 〇

43 重要美術品 短刀 銘 25.5 山城 江戸時代前期
(1608)

名古屋刀剣博物館 〇 〇

44 重要美術品 刀 銘 70.4 摂津 江戸時代前期
(1642)

個人 〇 〇

45 重要美術品 刀 銘 70.7 摂津 江戸時代前期
(1679)

刀剣博物館 〇 〇

46 重要美術品 刀 銘 72.7 武蔵 江戸時代前期 名古屋刀剣博物館 〇 〇

47 重要美術品 脇指 銘 32.7 武蔵 江戸時代前期 個人 〇 ― 

48 重要美術品 短刀 銘 27.9 尾張 江戸時代初期 刀剣博物館 ― 〇

49 重要美術品 刀 銘 70.0 陸奥 江戸時代前期 個人 〇 〇

50 重要文化財 太刀 銘 77.1 山城 平安時代末期乃至鎌倉時代初期 刀剣博物館 〇 ― 

51 重要文化財 太刀 銘 78.8 備前 鎌倉時代末期
(1315)

刀剣博物館 ― 〇

No. 種別 銘別 国名 時代 収蔵者 前期 後期

52 重要美術品 鐔 銘 山城 桃山時代 個人 〇 〇

※都合により展示物を変更する場合がございます、予めご了承ください。
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「第29回特別重要刀剣等新指定展｣　会期：2026年６月６日(土) ～７月２０日(月・祝)

名称 銘

山水図鐔 山城国伏見住　金家

次回展示

アクセス《電車・バスをご利用の場合》

●JR総武線「両国駅」西口 徒歩5分

●都営地下鉄大江戸線「両国駅」A1出口

徒歩５分

●都営バス・墨田区内循環バス

「旧安田庭園・同愛記念病院」 徒歩1分

〒130-0015 東京都墨田区横網1-12-9

TEL 03-6284-1000

【支部鑑賞会のお知らせ】
当協会には協力団体(支部)があり、全国及び海外における刀剣

普及活動の拠点になっています。刀剣観賞会等の活動にご興味

のある方は、各支部の連絡先を右記QRコードよりお確かめの上

問合せください。

【アンケートご協力のお願い】
このたびはご来館いただき、まことにありがとうございました。

今後の活動や運営の参考にさせていただきたく、右記のQRコード

よりアンケートのご回答にご協力いただけますと幸いです。
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